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第８回日台アジア未来フォーラム 並びに 

東呉大学マンガ・アニメ文化国際シンポジウム 

グローバルなマンガ・アニメ研究のダイナミズムと新たな可能性 

――コミュニケーションツールとして共有・共感する映像文化論から 

学際的なメディアコンテンツ学の構築に向けて―― 

【開催趣旨・企画コンセプト】 

日本では誰もが知っている漫画の神様・手塚治虫は、「絵を文字にするの

が小説。絵を絵にするのがイラスト。文字を絵にするのが漫画。文字を文字

にするのが評論」だと述べ、「漫画は映像文化と文字文化の間のもの、いわ

ば第三の文化である」と考えているという。 

一方、芸術作品の独創性に独特の美意識、鋭敏な鑑識眼を光らせて来たフ

ランスでは、漫画は「9番目の芸術」と位置づけられ、近年では評論や研究

の対象となっている上、世界最高峰の美術の殿堂「ルーヴル美術館」が 21

世紀、視覚芸術の映像美、言語表現の様式美を兼ねそらえた漫画に、ついそ

の扉を開いたというほど、熱い注目を浴びている。 

かつて俗悪な読み物、低俗な娯楽、ビジネス先行のサブカル産業として貶

められてきたマンガは、創造性と革新性を追求したクリエイティブな作家た

ちの努力によって、深層文化を表象する芸術の宝庫や、社会思想や世界と人

生に関する深い哲理ないし世界観を広く発信する文化的産物として、全世界

の人類に共有されつつある現状である。そのため、近年日本、フランスをは

じめとする世界各国では、図書館・ミュージアムにおけるマンガコレクショ

ンを充実させるブームが巻き起こされたわけである。 

また、デジタル映像の生成・加工技術の飛躍的進化により、マンガのアニ

メ化とともに実写映画化も劇的に進み、あっという間に世界を席巻する爆発

的な流行文化に発展した。グローバル化したマンガ・アニメ文化は、視覚芸

術を極めた魅惑的なコスモスのような不思議なワールドを築き、世界中の若

者を虜にした。非日常な世界に誘われ、魅了された視聴者にとって、マンガ・

アニメは、まさに自己と他者ないし世界を理解するための媒介である。 

「日台アジア未来フォーラム」とは、日本公益財団法人渥美国際交流財団「関
口グローバル研究会」（ＳＧＲＡ）主催の国際会議である。ＳＧＲＡは日台の
学術交流を促進し、日本研究の深化を目的とすると同時にアジアの未来を考
えることをその設立の趣旨としている。本フォーラムでは主にアジアにおけ
る言語、文化、文学、教育、法律、歴史、社会、地域交流などの議題を取り上
げる。第八回目の開催となる 2018年は、東呉大学日本語学科と図書館との共
同主催のもとで、マンガ・アニメ文化国際シンポジウムを行う予定である。 
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紙媒体のコミック・コミックスをはじめ、アニメ、キャラクター周辺グッ

ズ、コスプレなど、サブカルチャーだったマンガ・アニメ文化は、世界市場

規模のコンテンツ産業を誕生させ、一国の経済成長に大きな影響を与えるメ

インカルチャーに転換していき、我々現代人の消費行為（価値観）、ライフ

スタイルをダイナミックに変えるソフトパワーの源でもある。 

2001年に「日本マンガ学会」が設立され、アカデミック的な見地から、奥

深いマンガの世界に学際的・国際的アプローチの可能性が広がった。また、

マンガを教育研究する日本初の大学マンガ学部が創設された 2006 年には、

世界初の「博物館的機能と図書館的機能を併せ持った、新しい文化施設」京

都国際マンガミュージアムも同時期に設立され、生涯に一度必ず訪れるとい

う熱狂的なマンガファンが世界中から殺到し、コンテンツツーリズムの観光

聖地として世界から注目されている。 

一方、台湾の大学でも近年、マンガを通して各国の文化・社会への理解を

深める教養講座が相次いで開設されている。2014 年コミックス蔵書を充実

させた東呉大学図書館は、マンガコレクションを楽しむ「マンガ読書エリア」

を開設し、日本語学科と協力した上、マンガ・アニメ文化の可能性を探究す

る学術シンポジウムを開催している。他大学に先駆けて、グローバル的に浸

透し定着していくマンガ・アニメ文化研究の最前線に立って、アカデミック

な研究の未来を見据え、その可能性をさらに切り拓こうとしている。 

日本公益財団法人渥美国際交流財団との共同主催で行う予定の、第８回日

台アジア未来フォーラムでは、全世界規模に広がったマンガ・アニメ文化の

魅力に着目し、「グローバルなマンガ・アニメ研究のダイナミズムと新たな

可能性―コミュニケーションツールとして共有・共感する映像文化論から学

際的なメディアコンテンツ学の構築に向けて―」について議論する。つまり、

文化を発信するコミュニケーションツールとして共感・同調・共有されてき

たマンガ・アニメが、いかに次世代の地球市民の手によって共創するコンテ

ンツ産業へ進化していくかのプロセスや、それを実現させるあらゆる創発の

原理を創造的に思考する場を設けたいと考えている。 

各セッションで取り上げるテーマとして、マンガの収集・保存と利用、マ

ンガ・アニメの翻訳と異文化コミュニケーション、マンガ・リテラシー形成

の理論と実践、マンガ・アニメと物語論、視覚芸術論、映像論、マンガ・ア

ニメのメディアミックス化・マルチユース化、マンガ・アニメの文化的経済

学、マンガ・アニメ文化と社会学などが予定されている。 

本フォーラムでは、グローバル化したマンガ・アニメ研究のダイナミズム

を、研究者・参加者たちの多様な立場と学際的なアプローチによって読み解

いた上、新たな可能性を見いだすことを目指している。これにより、日台関

係・日台交流、また東アジア地域内の相互交流のさらなる深まりへの理解促

進に貢献するものと考えられる。 


